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小学生に人類進化を教える出張授業

―博物館の特性をいかした学校向け理科学習プログラムの作成と実践―

Museum Educational Program for Visit Lecture to Elementary School:
Human Origins and Evolution
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はじめに

　人類の進化については、近年調査研究がめざましく進

み、新しい知見が蓄積されてきたが、現在まで学校の授

業課程の中で取り上げられることはほとんどなかった（鳩

貝, 2007; 松村, 2007; 松村＆馬場, 2007; 松村他, 2008; 高山 &
若林, 2008）。さらに、平成 23 年度より始まった小学校課

程の新学習指導要領（文部科学省, 2008）及び、24 年度よ

り始まる中学校課程の新学習指導要領（文部科学省, 2008）
においても、「人の始まり」を学ぶ機会はほとんどないの

が現状である（広谷, 2010）。一方、少数例ではあるが、小

中高等学校で人類進化をとり扱った学習例では、生徒の

学習意欲や知的好奇心をかきたてる優れた学習テーマだ

との報告もある（菊池, 1994; 荒井, 2007; 藤枝, 2007; 平田, 
2007, 2008; 宮本, 2008）。
　著者らは、研究と学校教育の間のこのようなギャップを

うめ、人類進化にかかわる学習を学校教材として定着させ

たいと考え、博物館の標本を活用した学習プログラムの開

発をテーマに研究を始めた。第 1 段階では、神奈川県立

生命の星・地球博物館（以下、地球博物館と略す）において、

1999 年より継続的に開催している子ども講座をもとに、人

類進化についての新しい学習プログラムを作成した。そし

て、このプログラムを学校で実施する場合の問題点を整理

し、さらに問題解決のための指針を博物館側と学校側の「す

り合わせの方針」としてまとめた（広谷, 2010）。

1）神奈川県立生命の星 ・地球博物館
	 〒250-0031 神奈川県小田原市入生田 499
	 Kanagawa Prefectural Museum of Natural History
	 499 Iryuda, Odawara, Kanagawa 250–0031, Japan
	 広谷浩子 ; hirotani@nh.kanagawa-museum.jp
2）〒220-0006 横浜市西区宮ケ谷
	 Miyagaya, Nishi-ku, Yokohama, Kanagawa 220-0006, Japan

　問題点／解決指針は以下の 3 点にまとめられる。

1. 博物館の講座は講師1人につき受講者が10人程度だが、

学校では生徒が 30 人から 40 人となり、同時に複数の講

師が教える体制も作れない。／解決のために、グループ

学習と全体学習の使いわけを行う。

2. 学校では 1 つのテーマあたりの学習時間数が短く、学

習指導要領で定めた目標から大きく逸脱した学習を長時

間行なえない。／解決のために、教科書の内容に準拠し

た独自プログラムを作り対応する。

3. 博物館の講座で活用している骨格のレプリカなどの標

本資料は、学校での購入や保管がむずかしい。／解決の

ために、学習テーマを明確にし、それに合わせた学習教

材を何セットかつくる。

　以上に続く第 2 段階として、本研究では、上記の解決

指針をもとに学校の授業時間や単元に合った学校向けの

学習プログラムを新たに作成して、神奈川県内の 5 つの

小学校で出張授業を行なった。この過程を通じて、解決

指針の妥当性を検討した結果、いくつかの知見が得られ

たので、ここで報告する。報告内容は、「学校向け学習プ

ログラムの作成」と「出張授業の実施」の2つに分けられる。

1. 学校向け学習プログラムの作成

　学校の教科に、人類進化をそのまま扱う単元はないが、

小学校では 4 年と 6 年の理科で人体について学ぶため、

そこから発展させて、人体の特徴と進化史を関連づける

ことができる。また、中学校では動物の分類や進化につ

いて学ぶので、進化の一例として人類史を解説すること

ができるだろう。本研究では、新指導要領に基づいて今

年度より新たに設定された小学校 4 年理科の「人の体の

つくりと運動」という単元に注目し、この単元から発展
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して人類進化までに至る授業案を作成した。作成にあたっ

ては、神奈川県内の公立・私立小学校で使用する教科書

と提示されている授業計画を調べた。使用する教科書に

よって、標準的な時間数と項目の配置、授業時間が異な

るので（教科書ホーム SANSEIDO Co.Ltd, 2011; 東京書籍, 
2011; 大日本図書, 2011; 学校図書, 2011）、それぞれに合わ

せた学習プログラムで対応できるよう準備を進めた。

　プログラム作成のもとになったのは、夏休みの子ども

向け博物館講座「サルからヒトへの進化をさぐる」であ

る。著者たちは、1999 年から毎年、博物館で人類進化に

関する子ども講座を開催して、子どもたちにとって新奇な

課題を学習するための一定の方法を定着させてきた（広谷, 
2010）。この実績を活かして、学校への導入を検討した。

こうして作った小学校 4 年生理科用の新しい学習プログラ

ム「体からわかる私たちの進化」は表1に示した通りである。

学習項目は、「骨の形とはたらき」、「骨の配置」、「筋肉と骨」、

「ヒトと他の動物の運動比較」の 4 つとして、それぞれに

必要な教材や観察すべき博物館標本を列挙した。人類進

化の解説は、4 番目の学習項目の中に位置づけた。参考と

して、出張授業先の学校が使用している教科書（大日本図

書と学校図書）の学習項目と学習内容を示した。このプロ

グラムのうち、出張授業では、後半部を中心に解説した。

使用した教材は、図 1に示したとおりである。

　博物館の講座を学校へ導入する際の問題解決指針（広

谷, 2010) と対応させながら、新しい学習プログラムの特

徴をまとめると、以下のようになる。

解決指針 1.  グループ学習と全体学習の使いわけ

プログラムでは、テキストを使いながら全体に説明する

図 1.  使用した標本類．上段左からコウモリ骨格，ゴリラの手

の模型，ヒトの腕の骨（レプリカ），チンパンジーの手の模型．

下段左からイルカの前肢骨格，ウシの足の骨格．

文部科学省 
新学習指導
要領による
学習内容 体からわかる私たちの進化

「私たちの体と運
動」
大日本図書
＜＞時間数

「人の体のつくり
と運動」
学校図書

B 生命・地
球

（１）人の体
のつくりと
運動

学習項目 学習内容 代表的教材と展開
例

人や他の動
物の体の動
きを観察し
たり資料を
活用したり
して、骨や
筋肉の動き
を調べ、人
の体のつく
りと運動と
のかかわり
についての
考えをもつ
ことができ
るようにす
る。
ア 人の体に
は骨と筋肉
があること。
イ 人が体を
動かすこと
ができるの
は、骨、筋
肉の働きに
よること。

[１]骨の形とはた
らき

骨とは何だろう？
骨のはたらきにつ
いてかんがえてみ
よう

人体骨格模型
チンパンジー骨格
模型
人の頭骨模型

骨の形と働きを骨
格模型をみなが
ら、学ぶ。
頭骨と脳容量の関
係も見る

１ 人のほねとき
ん肉
●運動をするとき
の体
＜１＞
●骨と筋肉
＜２＞
●腕を動かすしく
み
＜１＞

①私たちの体とほ
ね
私たちのうでや手
は，どのようなつ
くりになっている
か。
●うでや手のつく
りを調べる
【チャレンジ１観
察】
●予想と観察結果
をくらべ，資料な
どを元にまとめ
る。

[2] 骨はどこにあ
る？　どんな形？

骨の形はいろい
ろ。体のどの部分
にあってどんな働
きをするか？

ほねほねパズル
( 作成）

パズルを完成させ
ながら、骨の大ま
かな配置を調べ
る。

[3] 筋肉と骨 骨は筋肉を支え
て、運動を進める
働きをもつ。詳し
くみてみよう

動物骨格運動模型 骨・筋肉によって
どんな動きができ
るか？ふりかえっ
てみよう

２ 動物のほねと
きん肉
●動物の体と人の
体
＜２＞
●ふりかえろう
＜１＞

②体が動くしく
み！体が動くしく
みについて，調べ
てみましょう。
●うでが曲がるよ
うすを調べる
【チャレンジ 2 観
察】
やってみよう
動物のほねやきん
肉を調べる。
まとめ

[4] さまざまな運
動を人とその他の
動物で比較する

骨と筋肉が一体と
なったおこなわれ
るような運動につ
いて観察し学ぼう
＊人と動物の比較
から、人類進化に
つなげる "

動物オリンピック
（作成）

人間以外の動物の
動きはどうかな？
動物オリンピック
で優勝者を予想し
てみよう

人間の手足と進化
紙芝居
チンパンジー・ゴ
リラの手足模型

人間の手足と運動
には特別なところ
がある・進化のお
話

まとめのクイズ
シート

単元のポイントを
漫画クイズでまと
める

表 1.  新プログラム「体からわかる私たちの進化」の構成.  新学習指導要領による学習内容，主な教科書の内容と対応させて，新しい学習プ

ログラムの学習項目，学習内容，代表的教材と展開例をまとめた．このうち，網掛けセルの内容を出張授業において実施した．＊人類

進化解説のタイミングを示した．
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時間と 10 人程度の小グループで標本観察を行なう時間を

交互にもてるようにした。小グループでの観察では、先

入観を持たずに標本をじっくり観察できるように、5 分以

上の長い観察時間を設定した。

解決指針 2.  教科書の内容に準拠した独自のプログラム

　新学習プログラム「体からわかる私たちの進化」では、

各学校の使用する教科書に合わせて、学習内容のまとめ

ができるよう、構成を工夫した。テキストには、標本の

観察結果やまとめが書ける欄をもうけた（図 2）。
解決指針 3.  学習テーマを明確にした学習用キットの作成

　博物館にある標本資料のうち、授業での使用に耐えら

れるような強度を持ったものをできる限り選んで、学習

キットを作り、それを使ったプログラムを企画した。人

の手足との比較材料として用意したチンパンジーとゴリ

ラの手足模型など、丈夫でインパクトも大きい教材は積

極的にとりあげた。

　学習プログラム作成後は、夏休みの子ども講座におい

て授業を試験的に行なって、生徒からの反応を調べ、実

際の授業実施計画作りの参考にした。

2. 出張授業の実施

　9 月から 12 月までの間に、5 小学校で合計 15 クラス、

458 人の児童を対象に授業を行った（表 2）。出張先の学

校の担当教員（担任または理科専任）とは、授業の進め方

や教室の使い方、生徒対応などについて、事前に打ち合

わせを行なった。5 校のうち 1 校では、授業を見学して、

生徒の様子などを把握した。学校で使用している教科書

や教員の授業プランによって、出張授業の位置づけは異

なる。「所定の授業の後のまとめ」、「授業の後半部として

必要事項を教える」、「説明以外に工作などの体験学習の

要素を加える」など、どのタイプの授業なのかを確認し、

個別の授業計画を作った。

　授業実施計画は、上で作成した学習プログラムの一部

を 2 時間分（90 分）にまとめて作成した（表 3）。その流れ

は下のようになる。

解説 1･2：骨の形と働き及び骨と筋肉の動きについて交

連骨格標本を使って解説する。

観察 1：ヒトとチンパンジーの前肢の標本を観察しなが

ら、違いを見つけていく。

解説 3･4：前肢の形の変異と動物の生活様式を関連させる

ため、「歩く」、「泳ぐ」、「掘る」、「飛ぶ」にそれぞれ適応

した前肢を持つ動物をとりあげる。結果を予想する。

観察 2：4 種の動物の標本を観察し、骨の形を調べて、

まとめる。

解説 5･6：ヒトの前肢（手）の働きについて考える。紙芝

居を使って、直立二足歩行というヒトに特有な移動様

式との関わりを指摘した後に、人類進化のストーリー

を解説する。

　この進行表にしたがって、授業を実施した。骨・筋肉と

運動の関わりを比較する材料は前肢だけに限定し、標本類

や説明のための大判チャートを用意した。講師役の広谷以

外にも、加藤か猪尾が同行して、教材準備、写真などの記録、

標本観察時の解説などを行った。担任の教員には、生徒

への指示や標本提示などで支援をいただいた。

　授業後は、授業を見学した担任や理科担当の教員から

の助言をうけた。アンケート用紙（図 3）をあらかじめ提出

し、回答をお願いした。いただいた合計 13 通の回答の概

略は以下の通りである。

〈生徒の反応、授業の組み立て、テキストなどについて〉

・実物を見て、触ったり、動かしたりすることで、興味が

増した。

・専門的な話があって、内容が深まった。

学校名 クラス数・生徒数 実施形態 実施時期 使用教科書・設定時間数

茅ヶ崎市立梅田小学校  4 クラス 140 名 １クラスずつ  9 月 20・21 日  大日本図書 7 時間

真鶴町立まなづる小学校  2 クラス 40 名 ２クラス合同  10 月 4 日  大日本図書 7 時間

藤沢市立湘南台小学校  4 クラス 130 名 １クラスずつ  10 月 14・18 日  大日本図書 7 時間

小田原市立下府中小学校  3 クラス 94 名 １クラスずつ  12 月 9 日  学校図書 5 時間

大井町立上大井小学校  2 クラス 54 名 ２クラス合同  12 月 16 日  学校図書 5 時間

 合計 458 名

表 2.  出張授業実施校の生徒数，時間数（実施学年はすべて 4 年生）．各学校のクラス数，生徒数などをまとめた．授業は，

2 時間分（合計 90 分）の長さで実施した．

図 2.  使用したテキスト抜粋．標本観察のページでは，観察結

果を書く欄をもうけたり，観察のポイントをクイズ形式で

示したりした．
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講座」においても、多くの教員から出されていた。

　出張授業への期待も多くの教員からも出され、今回の

単元以外についても、受入可能との回答をもらった。「学

校で勉強したこんなものが博物館にある」と生徒にアピー

ルすると、生徒たちが来館するきっかけにもなるだろう

という博物館側のメリットを指摘する回答もあった。

　教室での生徒の反応をみると、ふだん見なれない標本

に接して、学習への関心が高まっていた。「これ、本物？」

「においがする」、「コウモリってこんなに小さいの？」「な

ぜモグラは目がないの？」などの疑問や驚きのことばが、

多くの生徒から発せられた。最初はおそるおそる標本を

触っていたが、時間が経過すると、腕の骨に自分の腕を

のせて観察したり、なでたり、じっと見入ったりなど、

さまざまな触り方をするようになった（図 4）。
　授業後の生徒の感想文（4 校 97 名分）から、学習内容に

経過時間 項目 細項目 使用教材 活動（解説タイム・観察タイム）

0 ～ 10 分 骨の形はいろい
ろ

人の骨格模型（各学校のもの
を使用する）

模型を使って解説 解説 1

チンパンジーの交連骨格標本

骨の形は働きと
かかわる

１体をささえる テキスト 骨の働き３つをテキストに記
入する

２脳や内臓を保
護する

ヒトの頭骨（脳を保護する骨
としてみてもらう）

３運動をささえ
る

10 ～ 20 分 骨と運動 骨の働きのうち、
運動に注目

解説 2

骨と筋肉 骨は筋肉の動き
をささえる働き
を持つ

ヒトの腕・手の骨格、筋肉モ
デル

テキスト 筋肉のつき方を色塗りして確
認

解説用チャート 指の筋肉のつき方も確認

20 ～ 35 分 標本観察１ 前肢の形を比べ
る

ヒトとチンパンジーの前肢 小グループごとに観察、残り
はテキスト記入

観察 1

ゴリラ、チンパンジー手の模
型

標本をじっくりみながら、違
いを見つける

テキスト 違いをテキストに記入する

35 ～ 45 分 人の骨筋肉まと
め

前肢のつくりを
ふりかえる

テキストと解説用チャート 観察して気づいたことを答え
てもらい、まとめる

解説 3

45 ～ 50 分 休憩

50 ～ 55 分 動物の前肢の骨
と働きについて

ヒトから発展し
て動物の場合を
考える（導入）

テキストと解説用チャート テキストに予想図入れる 解説 4

55 ～ 70 分 標本観察２ いろいろな動物
の前肢を比較す
る

標本（モグラ仮剥製、コウモ
リ・モグラの全身骨格、イル
カ・ウシ前肢骨格）

小グループごとに観察、残り
はテキスト記入

観察 2

標本をじっくりみながら、違
いを見つける

違いをテキストに記入する

70 ～ 80 分 動物の骨（前肢）
の働きまとめ

テキストと解説用チャート 予想にくらべどうだったか、
答えてもらう

解説 5

発展　ヒトの進
化

ヒトの前肢の形
と運動について

テキスト ヒトは前肢で何をしているの
か答えてもらう

進化との関わり
（導入）

80 ～ 90 分 紙芝居「体から
わかる私たちの
進化」

動物の場合と比
較し、ヒトの運
動の特徴を考え
る

紙芝居 ヒトとチンパンジーの比較
二足歩行
最古の人類
日本人へ

解説 6

脳の大きさ比較 脳容量ボトル 脳容量の大きな違いをみても
らう

表 3.  出張授業の進行表．出張授業中の学習の進め方や使用する教材を時系列にそって示した．解説 1から 6及び，観察 1から 2の内容は，

本文中に示した．

・筋肉の図など、自分で色塗りをすることで理解が進んだ。

・ウシやイルカなど生徒にとって身近な動物が取り上げ

られ、わかりやすかった。

〈出張授業に期待すること〉

・実物をみることができる。

・教科書だけでは解説しにくい箇所なので、標本がある

とわかりやすい。

・専門家の話を聞くことで、内容が充実する。

・学校の教材や資料では限界があり、博物館へ連れて行

くこともむずかしい。来てもらえたのはとてもよかった。

　どの回答においても、標本利用の利点について指摘が

あり、さらに学校へ導入する場合の問題点として、「取り

扱いがむずかしい」「標本に関する専門的知識が必要」な

どがあげられていた。同様のコメントは、夏休みに開催

した学校教員向け講座「秋からの授業に役立つ標本活用
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図 3.  生命の星・地球博物館出張授業アンケートの抜粋．

今後の企画等の参考にさせていただきたいと思いますので、下記のアンケートにご回答ください。

お名前 担当クラス名

1 博物館からの出張授業について、実施前と実施後にどのような感想を持たれたか、
聞かせてください。

2 学校で今回のような体、運動、臓器などをテーマとした授業をする場合について
現在問題として感じていることがありますはい／いいえ（いずれかに○）

あるという方は、具体的に教えてください。
理科の授業を展開する際に、博物館との連携によって、何か得られるものがあると思いますか？

はい／いいえ（いずれかに○）

あるという方は、得られるものについてより具体的に書いてください

3 今後の博物館利用について
見学、出張授業、標本貸し出し、学習会の共催など、さまざまに活用していただきたいと思います。
何か、希望などあれば、おかきください。

ご協力ありがとうございました 神奈川県立生命の星・地球博物館　
哺乳類担当 広谷　浩子 hirotani@nh.kanagawa-museum.jp
鳥類担当 加藤 ゆき

ついて触れた部分を抜き出し、具体的に指摘のあった標

本名や学習内容についてまとめたのが、表 4 である。コ

ウモリやモグラといった小さな動物の骨格や剥製への関

心は一様に高かった。小さな体の小さな骨が「飛ぶ」「掘る」

などの働きを持っているという事実に感動した生徒が多

かった。授業中も、子どもたちからは、「こんなに小さい

の？」「骨はどこにあるの？」「なぜ、目玉がついていな

いの？」など、その場でさまざまな質問が出された。また、

チンパンジーとヒトの骨の比較は、人類進化の中心テー

マであり、著者らが強調したかったことだが、何人かの

生徒の感想文の中でふれられていた。

　授業後に図鑑を調べたり、家族と話したりした生徒も

おり、「もっといろいろ知りたい」と知的好奇心の強さを

表わしている感想文もあった。

図 4.  出張授業のようす．a: 教室には，骨格標本と解説用の大判チャートを設置した，b: ヒトとチンパンジーの骨格を観察し，みんな

で感想を言い合う，c: ヒトの腕を自分のうでに重ねてみる，d: 動物の前肢の特徴をテキストに書き入れる，e: モグラの剥製と交連

骨格標本に見入る，f: 人類進化のお話を紙芝居で.

おわりに

　上で報告した 2 つの研究過程をもとに、「博物館講座を

学校に導入する方法」、「出張授業の実施に残された課題」、

「人類学を学校で教える可能性」の 3 点について考察する。

1.  博物館講座を学校へ

　国立科学博物館による活用ガイド（2011）は、博物館に

よる学校教育支援の実例を紹介したものであるが、この

ような視点にたった具体的支援が今後はますます盛んに

行なわれるし、学校側からのニーズも数多く寄せられる

だろう。

　広谷（2010）は、博物館講座を学校の授業へ導入する上

での問題点を整理し、解決指針を示した。今回の研究に

おいて、これらの指針に基づいた学習プログラムを作成

し、学校で実施することができたことから、解決指針は

a

fed

cb
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有効であったと考える。すなわち、博物館の講座で蓄積

してきた学習方法を、学校での授業に応用することは十

分に可能であり、その際に留意すべき点が確認できたの

である。さまざまな授業案の作成や試行を博物館で行な

い、効果的な学習方法として練り上げた後に、学校へ導

入するという、博物館による学校教育支援のひとつの方

法が提示できたのではないだろうか。

2.  出張授業の実施から抽出された課題

　博物館の標本を授業に活用する上で、博物館の講座で

確立してきた方法を導入することが有用とわかったが、

解決すべき問題も残されている。

　第 1 点は、博物館側の準備の問題である。現在所蔵す

る標本類は、生徒が常時動かしたり観察したりする学習

場面での使用を想定して作られたものではない。今回の

授業においても、1 校を訪問すると、何かが破損すると

いう事態が続いた。標本のうち、生徒が実際に動かして

調べるような利用頻度の高いものは、レプリカをつくり、

学習キットとして複数セット用意しておく必要があるだ

ろう（樽ほか, 2001）。
　第 2 点は、博物館と学校の連携の範囲をどこに定める

かという問題である。人類進化の学習を進めるという目

的のため、今回は標本と学習プログラムをすべて持ち込

む出張授業という形態をとったが、担当者がひとりで対

応できる範囲には限界がある。個々の教員が標本を効果

的に使った授業を展開していくことが自然の姿だと思う。

そのためには、教員を対象とした支援プログラムをもっ

と充実させる必要がある。

　支援プログラムでは、標本使用の意義や標本の取り扱

い方について学び、新しい教材を使った授業例やその他

の授業案について検討することができれば、よい流れが

できるだろう。すでに、国立科学博物館（岩崎, 2011）や釧

路市子ども遊学館など、教員研修や自主的勉強会で成果

をあげている博物館もある。

　著者たちは、出張授業に先立つ夏休みに、「秋からの授

業に役立つ先生のための標本活用講座」というタイトル

の学校の教員向け講座を開催した。この中で、授業案作

成や標本の活用例の紹介なども行なった。参加者はあま

り多くなかったが、将来の博物館利用について、活発な

意見交換を行なうことができた。このような講座、研修

を情報提供を行なう場としてばかりでなく、教員の自主

的活動の支援の一形態として位置づけ、息の長い事業を

行なっていくことが必要だと考える。

3.  人類進化をどう教えるか？（学校からのフィードバッ

クを受けて）

　著者は、人類進化の学習プログラムを学校へ導入する

ことの困難さについて、指摘してきた（広谷, 2010）。学校

が博物館に求めるものと博物館の対応できることの間の

ズレが日頃よりあるが、学校でほとんど習う機会のない

人類進化の学習プログラムでは、この断絶が最大になる

だろうと予想したのである。

　しかし、今回の出張授業に関する一連の研究過程から、

方法次第では、困難さを克服することが可能であるとわ

かった。学習指導要領が定める学習内容にそった形で、

導入を進めることにより、その先に人類進化の学習を展

開することができた。教員へのアンケートの回答の大半

に書かれていた「専門的な話」「内容の深み」とは、この

部分の重要性を指摘したことではないか。

　もちろん、このような出張授業がゴールではない。博

物館からの物や情報の提供は、できる限り広い範囲の多

くの人々に向けられなければならない。アンケートの回

答でも、「標本や情報が不足。博物館を訪問したくても、

授業時間数や交通手段等の制約のためむずかしい」など

の指摘があった。訪問した学校には、人体骨格模型など

がひと通りそろっていても、十分に活用されていなかっ

た。情報と物（資料）をつなげて十分に活用できるような

支援があるならば、ヒトの特徴と進化を関連させて学ぶ

人類進化というテーマは、すぐれた理科教材となるので

はないだろうか。今回の出張授業を足がかりに、今後は

教員向けの研修や講座の中で人類進化を教材として紹介

するため準備をしたいと考える。その際、学習に適した

教材の開発と教員の自主研修を支援するしくみづくりの

2 つの方向での検討が重要になるだろう。
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